
未収集の中間評価値について  

ト5 薬物乱用の有害性について正確に知っている小・中一高校生の割合  

策定時の現状値  

急性中毒 依存症   

53．3％  73．1％  

56．2％   78．0％  

62．3％  82．5％  

69．1％  90．6％  

70．9％  87．1％  

73．0％  94．0％  

小学6年男子  

小学6年女子  

中学3年男子  

中学3年女子  

高校3年男子  

高校3年女子  

出典：平成12年度文部科学省「薬物に対する  

意識等調査」  

中間評価値  

急性中毒 依存症   

70．9％  87．1％  

77．1％   91．2％  

69．2％  84．6％  

74．8％  91．7％  

67．9％  78．6％  

73．5％  89．3％  

小学6年男子  

小学6年女子  

中学3年男子  

中学3年女子  

高校3年男子  

高校3年女子  

平成17年度文部科学省「薬物に対する意識等  

調査」  

1－11外部機関と連携した薬物乱用防止教育等を実施している中学校、高校の割合  

策定時の現状値  

中間評価値  
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健やか親子21主要4課題  

1思春期の保健対策の強化と健康教育の  
推進   

2妊娠・出産に関する安全性と快適さの確保と不   
妊への支援   

3 小児保健医療水準を維持・向上させるための   
環境整備   

4子どもの心の安らかな発達の促進と育児不安   
の軽減  

平成19年度健やか親子総会報告  
t一第1分科会－  

2008．2．4．  

厚生労働省講堂  

日本児童青年精神医学会 市川宏伸  

思春期の保健対策の強化と  

健康教育の推進  

平成19年度幹事会の開催  
第1国幹辛会：平成伯年一7月5日（禾）  

於慈恵医大中央棟8た金線圭   

第2国幹手会：平成19年10月17日（水）  

於】諷意医大中央棟8際会k皇  

第3国幹ヰ会：平成20年1月17日（禾）  

於 慈恵最大大学前捜薫2会謙   

第4国幹事会；平鹿20年2月4日（月）  

於厚生労働省  

思春期の保健対策の強化と  

健康教育の推進  

2010年に向けた主な目環   

110代の自殺辛 → 減少傾向へ   

210代の性感染症罷急事→ 減少傾向へ   

310代の人口妊娠中絶実施串 → 減少傾向へ   

ヰ10代の覚せい剤乱用 → 減少候向へ（検挙串）  

児童生徒の自殺の主な理由（％）  

－2004、2005年－  

1小学生では（7名）：   

その他：85．7、父母の叱責14．2  

2 中学生では（57名）：   

その他：59．6、厭世：10．5、叱責8．8、家庭不和：   

5．3、友人不和5．3‥‥  

3 高校生では（187名）：   

その他：60．5％、精神障害：9．0％、厭世：7．2％、   

学業不振：4，2％、異性間壊：3．6、悲観：3．6＝・  

4 総数（231名）：   

その他：61．0、厭世：7．8、精神障害：7．4、叱責：4．3、学   

業不振：3．0、進路問題：3．0、異性間題：2．6・・‥   

児童生徒の自殺の状況  

（単位：人）  

小字生  

1975  198      1  中学生  79  5  高校生  之11  16  総数  Z90  23  0   

1985  1990  1905  2000  2005   

0    5  3  4  3   

9  70  35  5g  49  26   

ヰ  125  101  77  9ヰ  76   

3  215  141  13g  1ヰ7  105   

注鮎 小学生の自致について丘、1977年上り雇■董  
注刀19丁4年から10g7年までは年間の■、1…年以■は年度内の■である  



性感染症の年度別検出状況  
東京都予防医学協会  

10代の性感染症羅患率   

1クラミジアおよび淋菌：   
年度別検出状況は減少傾向   

2 HⅣ感染者、AIDS患者：   

ともに増加傾向   

→HⅣ／AIDS予算の減少   

（対策費の約半分は研究費）   

1990年  1995年  2000年  2005有   

クラミジア  9．7   9．3  12．9   9．9   

淋菌  7．9   4．2   

クラミジア畿壬■：●古9き丁件  

雛■捜査■：1棍丁件  
l087一之00舛（淋書は1992年－）  

10代の人口妊娠中絶実施率  

「第3回男女の生活と意識に関する調査J  

平成18年度呼生労働科学研究費欄働虐（子ども家庭総合研究事業）  

主任研究者：武谷雄ニ、分担研究者：北村邦ま  

層化2段無作抽出法で抽出した16－49塵界女30叩人のう   
ち長期不在、転居、住居不明を除く2713人を対象とした   
有効回答数1409人（引．9％）   

調査期冊 平成18年11月2日－11月26日   

10代の人口妊娠中絶が減った理由：  

－→中絶実施辛を低下させたのは低容層経口避妊薬と   

緊急避妊法  

1993年を1とした場合の  

AIDS患者の年次推移と自治体予算  

93  94  95  96  97  98  99  00  01   

借  1  l．丁2  乙05  日馬  1．1●  2．紳  ‡．■●  ▲J■  ●．王2   

予算  1  1．0‡  1．0●  l．丁†  ｝．Tl  I．れ  l．Tl  ｝jt  1．1丁   

手書：裏白治体、200韓度はl．20  

今後の課題（第1分科会）   

多くの数値は望ましい方向にある。  

→今後は予防を考えるべきか  

10代の性行動に関連するものは？  

白鳥行動、多量服薬、摂食行動との関連を考   

える  

予備軍と言えるのだろうか？   

人口妊娠中絶件数および実施率の年次推移  

2002  2003  2004  2005  2006   

象■   329326  31g381  301673  289127  276352   

20才未糞  44987  10475  84745   27367   
30119  

1‘才東鶉  4日  458  3（姶  340   
16才  1548  1274  1∝裕  995   
1¢才  4795  3875  3277  3071   

1丁才■  7915  糾7  鮎07  4911   
18才  11087  9747  8238  7191   

佃才  14747  12946  11635  1脚   
20・一別才  79224  774∞  74711  72217  00   

2  



国立成育医療センター概要  

平成20年1月  

iキi国立成育医療センター  

●急速に少子高齢化が進むなか、次代を担う世代の  
健全な育成が急務となっている。   

●このような社会的要請を受け、国立大蔵病院と国  
立小児病院を統合し、5番月のナショナルセンターと   
して国立成育医療センターが、平成14（2002）年  
3月1日開設された。   

●当センターは．．高度専門医療センターとして、病院   
と研究所が連携し、成育医療（小児医療、母性・父   
性医療及び周辺・境界領域を包括する医療）及び  
その基盤研究を推進していくことを目的として設立された。  

研究員】95も  

非常勤Ⅶ究員 358名  
夢精稚貝 4亀  



瞳奮医轟濫点けるヨ丘医■への視点  

こころやくすり   医療制度改革  少子化対策   

一昨ヰの■点－  
・舞暮寸書  
・切れやナい子ども  
・最暮期の摂暮陣書  
・治♯の暮れ  
・蛙■疇の堪  
・手どもの簾の承認  
・予防経書  

一敵手の書手－  
・安心・償甘の声■の確保と予防工  
犠  
・E■tl正化の甘食的な闇  
・雌毛払牧童をよ貸した断たな匿丘  
優鐘制度体最の租  

一対貴大隅の書手－  
一着書の自立とたく奮しい手ども  
の書ち  
・仕事と零さの両立支経と働きの  
1tし  
・生●の大切さ．宇摩のせ判事つ  
いての一t≠  

・手tての新たな支えあいと靂書  

ー主な省内絶且－  
・舞1■書対t戦嶋根本≠  
・手どもの心の脚に換わる書M  
の■鯵の暮劇＝帥ナる秩封食  
・小児豪穐血法♯討曇■  
・予断碓Ⅶに恥する鶴田i   

ー主な洩濃絶景－  

トワークのホ壬  
・用量期匿■ネットワークの■  

・成▼匿止に如する全国的ネッ   傭 ・小児科苦節尊の確保t成  

一主なれ遽事慎一  
・軌別冊剛用抑止tし  
・小児義■事の■■遷携体制の積t、  
■鑓さ暮の披露蠣  
・一胞tや鯵儀欄lこよる■師不足Ⅶ  
への対応  
・郁1府■匿杜対t協址仝の制膿化  
■  



小児救急には／くックアップ体制が必要   

放射線診療部診断料  
●全検査訪影  

●診断医当直（放射繚科専門医9名）  

－24時間体制で対応しています一  

緊急時においても、里純写真」阻古豪検壬．CT検査施行し、瞳影レポート作成．   



研究プロジェクト紹∩  

枠相み ・病院一研究所一外部施設・もヤ乱領一外E［漆芸三  

・紬究喜C椅墜律勺  ・章院－モ′1奔所連携  

【応用間近）  

・先天代謝異常症の遺伝子治療：CGH．オールジャパン  
・ヒト音梢問巽糀姫による眉生医喋：東京居膚センター  
ー先天冥罵症遺伝子喜多断の儒道化ニシステム確築中  
・ヒト∈Sた旺拒樹立言†画：支配邦字大臣承〒若すみ   

【基盤形成中】  
＼／JISH、ハ†邦－フ州こよる器官幡帯汚さ琉関与貢卜子と魯ー嚢   

．ホストゲノム  
成育疾患データベース構築：小慢を中心  
ヒト出措指の姿定詫眉鳶の筆韓：望伍部．：」号十手き幅  
ヒトES拙掟を利用した変ぇ琶・：宣子．弐邑票法・刀誇業   
：支部往事大臣承認すみ  

相克討究センターー「呈弓た寺；主星冥二看・■引ヒ5カ年ミ十亘」と；筆亘コ   

学会  



テムの整備  
内分泌疾農（成長・成熟・性分化異常症）および先天奇形症候群における包括的遥伝子鯵優システムの樗染  

正∈J＝じ横丁■■三r・γ干ニ’トリr   

・占㍍丁【こr lt】t∫▲王E子IH●   

■■、■ご■＝∴：止●tl、♪■ト：■■■tl■こ■■  

・一玉音写て＝乍F9：■■虞′tl■山一艦▼とゴ‾鶴J）q丘1＝≡亨  

1■：■  

・ム」イ■tど丁■I□の■嶋▲伍＋や亡一11十●う〇■■   

・擢■のどニ1メ」〉▼万tIん■T（こf■ユ†ltとし己  

・嘉人虞はtl＿▲・■でIJち1、ち√ ■■■■が■鑑●－†壮  

■▲Lし1JJ八日上4片ん一書とも1 

・▼l．のF■に」H■Tl＝芯、β、■1■Ltd t■れ占良れ  

′「＿ノ十l一ンウ1出直t‖ ■イ■1＿三▼◆p¢＝■℡てつ．hむ仏■  と㌻んご  

穴石■FT†Il．1ご■＝ tニほ   
こじ＝≡Jて叩′こ乍ノ．山∈ず  

：：黒二．；己ニ：：こ・lミ   

ユンソ‾シ▼▲  




